	幌加内町の橋梁長寿命化修繕計画

	１．長寿命化修繕計画の背景と目的


【背　景】

幌加内町が管理する道路橋は現在93橋あり、現時点では建設後50年を経過する高齢化橋梁は１％です。

今後、建設後50年を経過する高齢化橋梁の割合は、10年後に全体の24％、20年後には全体の67％にまで増加し、急速に高年齢橋梁が増大します。

今後、増大が見込まれる橋梁の修繕・架替えに要する経費に対し、可能な限りのコスト縮減への取り組みが不可欠な状況です。
【目　的】

重要な道路ネットワークの安全性・信頼性を確保していくために長寿命化修繕計画を策定し、定期点検による橋梁の状態の把握、予防的な修繕および計画的な架替えを着実に進め、橋梁の長寿命化と橋梁の修繕・架替えに係る費用を縮減します。
建設後50年以上の橋梁箇所数の増加
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建設後５０年以上の橋梁
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	２．対象橋梁


	
	１級幹線
	２級幹線
	その他町道
	合計

	全管理橋梁数
	１９
	２６
	４８
	９３

	
	うち計画の対象橋梁数
	１９
	２６
	４８
	９３

	
	
	うちこれまでの計画策定橋梁数
	　０
	　０
	　０
	　０

	
	
	うちＨ２５年度計画策定橋梁数
	１９
	２６
	４８
	９３


	３．長寿命化修繕計画の基本的な方針


	· 点検マニュアルに基づいて、専門家による橋梁点検を実施し、橋の健全度を把握します（おおよそ５年ごと）。

· 点検により把握された健全度に基づいて、低コストかつ長寿命化を図れる最適な修繕計画を立案します。

· 全対象橋梁について策定した長寿命化修繕計画に基づいて、順次修繕を実施します。

· 点検および修繕した結果は、橋梁台帳および点検調書等に記入し、電子データとして保存します。
	
	点　　検
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	↓
	

	
	
	健全度の把握
	

	
	
	↓
	

	
	
	修繕計画の立案
	

	
	
	↓
	

	
	
	対策の実施
	

	
	
	↓
	

	
	
	記　　録
	

	
	橋の維持管理の流れ


	４．長寿命化修繕計画の効果



今後60年の修繕・架替え事業費（事後保全型、最適ケース）を試算した結果、事後保全型の累計は約110億円、最適ケースの累計は約40億円となり、最適な修繕計画を策定して維持修繕を実施することにより、約70億円のコスト縮減が期待できます。
	５．計画策定担当部署および意見を聴取した学識経験者


【計画策定担当部署】

幌加内町　建設課　電話０１６５－３５－２１２３
【意見を聴取した学識経験者】

北海学園大学　工学部社会環境工学科

杉本　博之　教授
雨煙別橋（橋長96ｍ）


昭和40年供用開始（48歳）





事後保全


約110億円





最適ケース


約40億円





60年間で


約70億円


コスト縮減











